
◆ 最大床高さ 54ｍ！作業半径はなんと 38.5ｍも！
５４ｍの高さはもちろん、従来の機種と比較してかなり広めの作業範囲を持っているので、高所

作業の幅が大きく広がります。アップ・アンド・オーバーが 16ｍもあるので、高いビルを越えて

奥の作業も可能です。　　　

(タダノ・AT-270TG)
ｽｶｲﾏｽﾀｰ27m

( タダノ・AT-400CG)
ﾊｲﾊﾟｰﾃﾞｯｷ40m

( タダノ・AT-500CG)
ﾊｲﾊﾟｰﾃﾞｯｷ50m

ブロント S56XR

■  作業範囲図 ■  最大作業範囲比較図
※  S56XR は、最大積載荷重 120kg 時

■  仕    様【ﾌﾞﾛﾝﾄｽｶｲﾘﾌﾄ S56XR 】  

BRONTO S56XR は、高速道路も自由に走れる「新規格車」であり、高所作業車構造規格
に適合しているのも大きな特徴です。

項目／型式 Ｓ５６ＸＲ   ＡＴ－５００ＣＧ Ｓｋｙｂｏｘ
ＳＳ－１５０

メーカー名

最大作業台高

最大積載量

高所作業車

高速自動車国道

（株）タダノ クレーン車 ＋ 作業台

取付けるクレーン車
の能力による５４ｍ ５０ｍ 

６００Ｋｇ ４００Ｋｇ 作業台アタッチメントの能力
（SS-150は300kg）

◎ ◎

◎

◎◎

× 

× 

× 

× 

クレーンの用途外使用。クレーン等高所作業車 高所作業車
（安全規則第2条と第73条を参照）

）車ンーレク（ 可不行通　

新規格車。重さ指定道路を
自由に走行可能。その他の
道路は許可申請が必要。

許可申請が必要 許可申請が必要

なし
Ｃ条件 D条件 

徐行、連行禁止及び当該車輌の
前後に誘導車を配置することを
条件とする。

   搭乗者傷害保険に加入している
（フジ建機リース(株)総合補償制度） 該当レンタル会社に要問合せ 通常の搭乗者傷害保険には加入不可

現場で作業台を組立・解体する必要
がある（そのまま走行できません）。

  Bronto Skylift
（ﾌﾞﾛﾝﾄ・ｽｶｲﾘﾌﾄ）

構 造 規 格

徐行、連行禁止及び当該車輌の前
後に誘導車を配置することを条件
とする。通行できる時間制限がある。

特殊車両通行許可

通 行 条 件

保　　険

その他

　新規格車・自由に走行可能 通行不可 

■  製品比較表

①最大作業半径38.5ｍ
　川の向こう岸へ作業台を寄せるなど、車両が入れない場所へ
　別角度からアプローチできます。

②ｱｯﾌﾟ･ｱﾝﾄ ・゙ｵｰﾊﾞｰが16ｍ！
　高いビルを越えた奥の作業も可能です。

最大作業半径

アップ・アンド・オーバー

S56XR  54ｍ
作業台高：54ｍ 積載重量：600kg

※ この車両は、オペレータ付でのリースに
　 なります。

ブロント スカイリフト  
( 拡張デッキ仕様）

最大作業床高さ ５４ｍ！

驚きの作業半径３８.５ｍ！

高速道路も走れる「新規格車」

高所作業車構造規格に適合

2014 年 9月中旬・新規導入！

S56XR


